
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校を会場にして、東京都ジュニア選手強化合宿が東府中駅にあるホテル「マロウドイン東京」に宿泊、

上記日程で行われました。参加は、 

 

 

 

 

です。指導は本校の副顧問原島がメインとなり、 

各校顧問の先生が指導に当たりました。 

普段、練習を一緒に行わない選手と合同で練 

習できる機会はとても貴重な時間となります。また宿 

泊代を東京都ボクシング連盟にご負担いただき、 

選手の金銭的な負担がなく２泊３日で練習ができたことはとてもありがたいことです。 

起床後は東府中駅前にあるホテル「マロウドイ

ン東京」前の教習所の一角をお借りし、ストレッチ

などを行いました。暑すぎず、風も通り、気持ちの

良い朝です。 

体操後はホテルで朝食をとり、練習会場の本

校に向かいます。例年通り、朝練習を兼ねて約３

キロの道をロードワークで向かいました。 

 

 

 

  

 練習前のアップは各校が実施しているものを輪番で実施しました。また本校にお招きし、ご指導いただいてい

る和光トレーナーに作っていただいている「ボクシングに適した体幹運動やラダー」などのフィジカルメニューも実

施し、各校がそれぞれ各校で取り組んでいるものを持ち帰れるように行いました。 

 初日は条件を付けたマスボクシングを実施、その後フリーのマスボクシングを行いました。 
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本校副顧問の原島の指示で各メニューを

実施しました。サンドバッグ打ちでは、東京都

内の大学で実施しているメニューで、本校でも

実施しているメニューや、本校で実施している

オリジナルのメニューを行ったり、定番のラッシュ

をしたり、色々です。打ち方を決めて打ち込む

練習なども行いました。選手一人一人が声を

出し、お互いに鼓舞する姿が見られたことは合

宿の醍醐味の一つです。 

 サンドバッグ打ちなどの練習以外にも、お互いにコミュニケーションをとり、ミットを持ちあったり、それぞれの

学校でやっている練習を教えあったりしました。条件を付けたマスボクシングでは形を確認し、ここでも特異なも

のを教えあったりする姿が見られ、フリーのマスボクシングでは、合宿で行った内容や各自が普段から課題と

している技術を考えて取り組んでいました。「ポイントを取ること」を考えることは、今回の合宿のテーマの一つで 
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した。ラウンドの流れを

考え、ポイントを取ること

は大事なことです。クオ

リティブローをしっかり打

てることが問われます。 


